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歳出の状況

性質別

301億9,401万円

扶助費
66億1,038万円

21.9%

義務的経費
135億4,368万円

44.9%
その他の経費
109億7,683万円

36.3%

投資的経費
56億7,350万円

18.8%

人件費
38億85万円
12.6%

民生費
102億5,189万円

33.9%

教育費
58億5,508万円

19.4%
総務費

31億7,149万円
10.5%

土木費
28億5,282万円

9.4%

公債費
31億2,688万円

10.4%

衛生費
19億8,664万円

6.6%

消防費
11億902万円
3.7%

商工費
9億9,351万円

3.3%

公債費
31億3,245万円

10.4%
普通建設事業費
56億7,350万円

18.8%

補助費等
40億3,220万円

13.3%

物件費
38億2,695万円

12.7%

積立金
8億9,954万円

3.0%

貸付金　　　5億5,764万円  1.8%
維持補修費　1億7,289万円  0.6%

農林水産業費 6億6,517万円 2.2%
議会費 1億8,086万円 0.6%
労働費 65万円 0.0%

歳 出
性質別

歳 出
目的別

繰出金
14億8,761万円

4.9%

民生費の増加 
　子育て世帯への臨時特別給付金支給
事業、住民税非課税世帯等臨時特別給
付金給付事業、学童保育室整備事業等
の増により、前年度に比べて14億5,295
万円、16.5ポイントの増となりました。
総務費の減少 
　特別定額給付金給付事業、旧国分寺
西小学校利活用事業等の減により、前
年度に比べて68億1,974万円、68.3ポ
イントの減となりました。 
教育費の増加 
　義務教育学校整備事業、石橋複合施
設整備事業、南河内テニスコート拡張
整備事業等の増により、前年度に比べ
て12億6,896万円、27.7ポイントの増
となりました。
土木費の減少 
　JR小金井駅東西自由通路修繕事業、
公園施設維持管理事業、市道大規模修
繕事業等の減により、前年度に比べて1
億5,543万円、5.2ポイントの減となり
ました。

目的別

義務的経費の増加
　委員等報酬の人件費の増、子育
て世帯への臨時特別給付金給付事
業等の扶助費や合併特例事業債等
の活用による公債費の増により、
義務的経費全体としては前年度に
比べて18億625万円、15.4ポイン
トの増となりました。
投資的経費の増加
　しもつけ風土記の丘資料館整備
事業やJR小金井駅東西自由通路修
繕事業等で減となる一方、義務教
育学校整備事業や石橋複合施設整
備事業等の増により、投資的経費
全体としては前年度に比べて11億
5,686万円、25.6ポイントの増と
なりました。
その他経費の減少
　貸付金や繰出金が増となる一
方、補助費や積立金等の減によ
り、その他の経費全体としては前
年度に比べて66億6,644万円、
37.8ポイントの減となりました。
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